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事
実
、そ
の
直
後
の
5
月
下
旬
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト（
主
要
国
首
脳
会
議
）で
は
、

習
主
席
と
密
接
な
関
係
を
築
い
た
か
に
見
え
た
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首

相
ま
で
が
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
北
京
に
や
り
た
い
よ
う
に
や
ら
せ
す
ぎ
た
」
と
発

言
し
た
。
こ
れ
に
は
、
す
か
さ
ず
中
共
の
機
関
紙
『
環
球
時
報
』
は
「
自
分
た
ち
が

い
ま
だ
に
日
の
沈
ま
な
い
帝
国
だ
と
思
っ
て
い
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相
の
思
い
上

が
り
も
甚
だ
し
い
」
と
反
撃
し
た
。

英
国
を
訪
問
中
の
習
主
席
は
、中
国
首
脳
と
し
て
は
初
め
て
上
下
両
院
で
演
説
し
、

晩
餐
会
で
も
挨
拶
を
し
た
が
、
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
最
悪
の
内
容
だ
っ
た
。
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
宮
殿
で
は
「
大
戦
中
の
日
本
の
残
虐
性
」
を
強
調
、「
中
国
の
抗
日
史
観
」
を

繰
り
返
し
、
議
会
で
は
「
第
二
次
大
戦
で
は
共
に
日
本
の
侵
略
に
抗
し
て
戦
っ
た
」

と
フ
ェ
イ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
披
露
し
た
の
だ
。

さ
ら
に
呆
れ
る
の
は
、
習
主
席
は
「
中
国
に
は
2
0
0
0
年
前
か
ら
法
的
な
憲
章

が
あ
っ
た
」「
英
国
に
よ
る
民
主
主
義
の
講
義
は
受
け
付
け
な
い
」
と
の
強
い
姿
勢

を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
「
大
英
帝
国
は
没
落
し
た
。
21
世
紀
は
偉
大
な
る
中
華
帝
国

が
世
界
を
牛
耳
る
。
世
界
皇
帝
は
オ
レ
様
だ
」と
い
う
新
旧
交
代
儀
式
の
よ
う
な“
妄

想
〟
で
、
英
国
に
乗
り
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
で
催
さ
れ
た
こ
の
晩
餐
会
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
は
欠
席

し
て
い
る
。
2
0
0
8
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た
北
京
五
輪
も
欠
席
。「
皇
太
子
の
中

共
嫌
い
」
は
知
る
人
ぞ
知
る
。
皇
太
子
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
最
高
指
導
者
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
法
王
14
世
を
自
宅
に
招
き
、
カ
ミ
ラ
夫
人
と
歓
待
す
る
な
ど
長
期
に
わ
た
る
親
し

い
関
係
に
あ
る
。
中
共
政
府
に
よ
る
人
権
弾
圧
に
抗
議
す
る
団
体
「
フ
リ
ー
・
チ
ベ

ッ
ト
」
の
支
援
者
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、中
共
に
と
っ
て
も
忌
々
し
い
存
在
な
の
だ
。

共
産
主
義
革
命
を
警
戒
す
る
英
王
室

英
王
室
を
研
究
す
る
識
者
は
一
言
、「
英
王
室
は
サ
バ
イ
ブ
の
歴
史
」
と
言
う
。

そ
し
て
「
英
王
室
は
1
年
先
、
5
年
先
の
こ
と
で
は
な
く
、
50
年
先
、
1
0
0
年
先

を
見
て
い
る
」
と
も
。
王
位
継
承
1
位
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
が
、
中
共
を
心
底
か

ら
警
戒
す
る
理
由
は
、
こ
の
1
世
紀
の
歴
史
を
知
れ
ば
十
分
に
想
像
が
つ
く
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の
曽
祖
父
に
当
た
る
英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
5
世
（
1
8
6
5
―

女
王
の
お
言
葉
で
「
ゴ
ン
グ
が
鳴
っ
た
」

米
国
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
船
出
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
多
用
し
て

き
た
「
G
2
時
代
」
が
死
語
と
な
っ
た
。
そ
の
前
後
か
ら
、
欧
米
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ

シ
ュ
メ
ン
ト
が
復
活
さ
せ
て
い
た
の
が
、「
自
由
と
民
主
」「
法
の
下
の
平
等
」「
人
権
」

で
あ
る
。
長
年
、（
反
共
産
党
系
）
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
と
英
字
メ
デ
ィ
ア
を
乱
読
し

て
き
た
私
は
、
西
側
社
会
の
中
共
政
府
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
“
異
変
〟
に
気
づ

い
て
い
た
。
そ
し
て
あ
る
瞬
間
に
「
ゴ
ン
グ
が
鳴
っ
た
」
と
感
じ
た
。

そ
れ
は
2
0
1
6
年
5
月
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
で
催
さ
れ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

の
90
歳
を
お
祝
い
す
る
園
遊
会
で
の
、
こ
の
お
言
葉
だ
っ
た
。

「（
習
近
平
一
行
は
）
と
て
も
非
礼
だ
っ
た
」

前
年
の
10
月
、
習
近
平
国
家
主
席
ら
が
国
賓
と
し
て
英
国
を
公
式
訪
問
し
た
際
の

振
る
舞
い
に
つ
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
警
視
庁
の
女
性
警
視
長
と
女
王
が
交
わ
し
た
会
話

が
、
B
B
C
に
よ
っ
て
世
界
に
報
じ
ら
れ
た
。
世
界
か
ら
敬
愛
さ
れ
る
女
王
が
、
意

図
的
に
発
信
し
た
の
だ
と
直
感
し
た
。
そ
の
真
意
は
、
英
国
の
み
な
ら
ず
英
連
邦
そ

し
て
米
国
な
ど
に
対
し
「
中
国
共
産
党
（
中
共
）
の
“
赤
い
工
作
〟
に
溺
れ
て
い
る

時
代
は
、
い
い
加
減
お
し
ま
い
で
す
よ
」
と
の
叱
咤
激
励
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
も
歴
史
の
瞬
間
を

生
き
て
い
る

～
中
共
に
迎
合
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
死

河か
わ

添そ
え

　
恵け

い

子こ  

57
歳

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

株
式
会
社
ケ
イ
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

代
表
取
締
役

新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
元
理
事
・
元
女
子
部
共
同
代
表

一
般
社
団
法
人
美
し
国 
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で
し
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オ
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会 
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最優秀 藤 誠志賞 今も歴史の瞬間を生きている～中共に迎合したマスメディアの死

1
9
3
6
）
と
ロ
シ
ア
の
ロ
マ
ノ
フ
朝
第
14
代
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
2
世
（
1
8
6
8
―

1
9
1
8
）
は
、
母
方
の
い
と
こ
同
士
だ
。
容
姿
も
似
た
2
人
は
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
コ
ラ
イ
2
世
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
皇
后
、
5
人
の
子
供

た
ち
は
1
9
1
7
年
11
月
の
ロ
シ
ア
革
命
後
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
レ
ー
ニ
ン
率
い
る

ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
政
権
に
よ
っ
て
幽
閉
さ
れ
、
翌
年
7
月
に
全
員
が
殺
害
さ
れ
た
。

英
王
室
は
ニ
コ
ラ
イ
2
世
を
反
面
教
師
に
2
つ
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。「
民
心
が
離

れ
不
人
気
で
は
王
室
の
存
続
が
難
し
く
な
る
」
こ
と
。
も
う
1
つ
は
「
共
産
主
義
革

命
の
恐
ろ
し
さ
」
で
あ
る
。「
偉
大
な
る
中
華
民
族
の
復
興
」
を
唱
え
た
習
政
権
の

指
導
部
は
、
暴
力
革
命
を
主
張
し
た
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
か
ら
指
導
を
受
け
た
毛
沢
東
ら

革
命
1
世
代
を
信
奉
し
て
い
る
。

2
0
1
8
年
12
月
の
改
革
開
放
40
周
年
の
式
典
で
、
習
主
席
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義

の
指
導
的
地
位
を
堅
持
し
、
実
践
を
基
礎
と
し
て
理
論
の
創
新
を
不
断
に
推
進
し
て

い
く
。
21
世
紀
の
マ
ル
ク
ス
主
義
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
現
代
の
中
国
共
産
党
員

の
逃
れ
ら
れ
な
い
歴
史
的
責
任
だ
」「
人
類
運
命
共
同
体
を
不
断
に
推
進
し
共
に
築

い
て
い
く
」「
中
国
の
特
色
あ
る
強
軍
建
設
の
道
を
歩
む
こ
と
を
堅
持
し
、
世
界
一

流
の
軍
隊
建
設
に
努
力
し
て
い
く
」
と
演
説
し
た
。

中
南
海
の
マ
ル
キ
ス
ト
ら
は
「
北
京
が
世
界
を
支
配
す
る
世
界
」
を
目
指
し
て
お

り
、
暴
力
革
命
＝
武
力
に
よ
る
革
命
も
厭
わ
な
い
特
異
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
英

王
室
が
警
戒
し
な
い
わ
け
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
は
国
王
の
座

を
脅
か
す
者
と
し
て
中
共
を
敵
視
し
、
戦
友
と
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
と
の
良
好

な
関
係
を
保
っ
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ロ
マ
ノ
フ
朝
は
「
第
14
代
」
で
終
焉
し

た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
が
「
14
世
」
で
絶
え
る
こ
と
を
是
が
非
で
も
阻
止
す
る
戦

い
で
も
あ
る
。

21
世
紀
の
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」

習
主
席
は
昨
年
3
月
、
ロ
ー
マ
を
訪
問
し
先
進
7
ヵ
国
（
G
7
）
と
の
間
で
は
初

め
て
と
な
る
「
一
帯
一
路
」
構
想
の
覚
書
を
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
コ
ン
テ
首
相
と
交
わ
し

た
。
イ
タ
リ
ア
の
「
親
中
政
策
」
は
「
欧
州
の
分
断
を
助
長
し
か
ね
な
い
」
と
の
懸

念
も
噴
出
し
た
。
し
か
も
そ
の
際
、
ア
ジ
ア
か
ら
欧
州
を
結
ぶ
「
一
帯
一
路
」
の
海

路
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
終
点
と
な
る
港
湾
開
発
を
目
的
に
、
中
国
国
有
の
中

国
交
通
建
設
集
団
と
北
東
部
ト
リ
エ
ス
テ
の
港
湾
局
が
「
港
の
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
の
だ
。

北
イ
タ
リ
ア
の
東
の
つ
け
根
に
あ
る
港
街
ト
リ
エ
ス
テ
は
、
ア
ド
リ
ア
海
の
「
自

由
港
」
だ
。
20
世
紀
初
め
ま
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
下
に
あ
り
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
に
イ
タ
リ
ア
に
併
合
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
支
配
を

受
け
、
1
9
5
4
年
に
イ
タ
リ
ア
に
復
帰
す
る
。

習
主
席
が
狙
っ
た
こ
の
ト
リ
エ
ス
テ
と
い
う
「
地
名
」
に
、私
は
強
く
反
応
し
た
。

英
国
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
が
首
相
を
退
任
後
の
1
9
4
6
年
3
月
に
、

ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
に
招
か
れ
訪
米
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
学

（
ミ
ズ
ー
リ
州
）
で
行
っ
た
演
説
の
な
か
で
出
た
地
名
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

「
バ
ル
ト
海
の
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
の
ト
リ
エ
ス
テ
ま
で
、
欧
州

大
陸
を
横
切
る
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
降
ろ
さ
れ
た
。中
欧
と
東
欧
の
歴
史
あ
る
首
都
は
、

全
て
そ
の
向
こ
う
に
あ
る
」

「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
こ
の
演
説
か
ら
、
冷
戦
の
火
蓋
が
切

ら
れ
た
。
以
降
、
40
年
以
上
も
ソ
連
と
西
側
諸
国
が
対
立
し
た
。
東
欧
諸
国
は
鉄
条

網
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
壁
な
ど
の
障
壁
を
造
り
、“
恐
怖
の
中
〟
に
自
国
民
を
閉

じ
込
め
た
の
だ
。

「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
と
の
表
現
は
、
ロ
シ
ア
の
作
家
バ
シ
リ
ー
・
ロ
ザ
ノ
フ
が

1
9
1
8
年
の
著
作
『
わ
れ
ら
の
時
代
の
黙
示
録
』
で
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
ギ
シ
ギ

シ
と
音
を
立
て
て
下
ろ
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
に
も
幕
が
下
ろ
さ
れ
た
」
と
書
い
た

こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
。

中
共
政
府
は
、史
実
を
パ
ク
リ
な
が
ら「
一
帯
一
路
」と
の
表
現
で「
オ
レ
の
時
代
」

へ
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。「
ト
リ
エ
ス
テ
の
港
」
を
奪

取
し
に
行
っ
た
習
主
席
は
、
20
世
紀
に
消
滅
し
た
ソ
連
で
は
な
く
、
21
世
紀
に
中
華

帝
国
、
す
な
わ
ち
北
京
が
勝
利
に
王
手
を
か
け
る
時
が
来
た
と
意
気
込
ん
だ
の
だ
ろ

う
。英

王
室
の
み
な
ら
ず
西
側
諸
国
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
が
、
こ
の
史
実
を

忘
れ
て
い
る
は
ず
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
政
官
財
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
共

産
主
義
の
真
の
恐
ろ
し
さ
、“
猛
毒
〟
を
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
何
よ
り
国
家



謀略に！翻弄された近現代　誇れる国、日本〔�〕● 18

そ
し
て
国
体
が
未
来
永
劫
続
く
、
と
考
え
る
の
は
大
き
な
間
違
い
だ
。
弱
肉
強
食
の

世
界
に
お
い
て
、
国
家
は
生
き
物
に
過
ぎ
な
い
。
史
実
を
紐
解
け
ば
、
生
ま
れ
た
り
、

死
ん
だ
り
、
国
境
が
変
わ
っ
た
り
、
国
体
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
し
て
い
る
の
だ
か

ら
。

戦
争
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た

「
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
1
0
0
年
（
2
0
1
7
年
）」「
中
国
共
産
党
の
結
党
1
0
0

年
（
2
0
2
1
年
）」
と
い
う
な
か
で
の
、
こ
の
数
年
の
米
国
は
じ
め
西
側
社
会
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
か
ら
、
私
は
5
G
（
第
5
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）
元
年

の
今
年
が
、
世
界
の
大
激
動
期
に
な
る
の
で
は
と
予
測
し
た
。
こ
の
四
半
世
紀
、
世

界
を
“
赤
く
〟
染
め
て
き
た
中
共
ス
パ
イ
と
の
攻
防
が
、
情
報
諜
報
機
関
の
フ
ァ
イ

ブ
ア
イ
ズ
（
米
国
・
英
国
・
カ
ナ
ダ
・
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と
の
間
で
熾

烈
化
し
、
東
京
五
輪
の
開
催
直
前
あ
た
り
に
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を
主
戦
場
に
何
か
恐

ろ
し
い
こ
と
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
身
構
え
た
の
だ
。

中
共
政
府
が
、
A
I
（
人
口
知
能
）
を
駆
使
し
た
監
視
社
会
の
覇
者
を
目
指
し

て
い
る
の
は
疑
う
余
地
も
な
か
っ
た
。
英
国
の
作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
が

1
9
4
9
年
に
発
表
し
た
、
全
体
主
義
的
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
世
界
を
描
い
た
小
説

『
1
9
8
4
年
』
に
登
場
す
る
独
裁
者
“
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
〟
に
近
づ
く
習
体
制
を
、

西
側
社
会
が
も
は
や
放
置
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
。「
習
近
平
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
後

継
者
」
と
の
揶
揄
も
始
ま
っ
て
い
た
。

た
だ
、
戦
争
は
サ
イ
バ
ー
空
間
で
は
な
く
、
武
漢
発
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
火
蓋
が
切
ら
れ
た
。
そ
れ
が
天
然
な
の
か
人
工
（
生
物
兵
器
?
）
な
の
か
を

論
じ
る
以
前
に
、
習
主
席
が
「
感
染
蔓
延
の
断
固
阻
止
」
や
「
社
会
安
定
の
維
持
」

な
ど
の
重
要
指
示
を
出
し
た
の
は
1
月
20
日
だ
っ
た
。
武
漢
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
初
の
新
型
肺
炎
患
者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
50
日
ほ
ど
を
経
て
い
た
。

私
は
、「
旧
正
月
（
春
節
）
の
シ
ー
ズ
ン
で
中
国
か
ら
人
の
往
来
が
激
増
す
る
日

本
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
焦
っ
た
。
1
月
末
日
、
知
人
か
ら
「
台
湾
出
身
で
コ

ロ
ラ
ド
州
立
大
学
名
誉
教
授
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ト
ゥ
ー
（
杜
祖
健
）
博
士
を
紹
介
し

た
い
」
と
の
電
話
が
入
っ
た
。
日
本
時
代
の
1
9
3
0
年
に
台
北
で
生
ま
れ
た
ト
ゥ

ー
博
士
の
専
門
は
ヘ
ビ
毒
な
ど
の
天
然
毒
で
、
現
役
時
代
は
米
政
府
や
軍
の
生
物
兵

器
に
関
す
る
相
談
役
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
た
。
ま
た
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
一

連
の
サ
リ
ン
事
件
で
は
、「
土
の
中
か
ら
サ
リ
ン
を
検
出
す
る
方
法
」
を
日
本
の
警

察
に
指
導
し
た
方
で
あ
る
。

「
は
じ
め
ま
し
て
」
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
の
ト
ゥ
ー
博
士
か
ら
先
に
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
以
来
、「
武
漢
発
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
関
し
て
毎
日
2
、
3
回

の
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
始
ま
っ
た
。
2
月
初
旬
に
は
、
世
界
の
識
者
が
「
武
漢

の
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
な
ど
か
ら
人
工
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
も
し
く
は
生
物
兵
器
）

が
漏
れ
た
?
」
と
の
仮
説
と
と
も
に
、
人
工
ウ
イ
ル
ス
の
起
源
と
犯
人
捜
し
が
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
し
始
め
て
い
た
。
博
士
が
過
去
の
執
筆
文
書
や
現
在
進
行
形
の
内
容
も
送

っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
、
私
の
こ
の
分
野
の
乏
し
か
っ
た
知
識
が
1
ヵ
月
ほ
ど
で

飛
躍
的
に
上
が
っ
た
。

私
は
こ
の
頃
、
大
枠
で
3
つ
の
仮
説
を
た
て
た
。

（
1
）
1
9
7
9
年
に
ソ
連
で
起
き
た
事
件
―
―
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
の
生
物
兵

器
研
究
所
か
ら
炭
疽
菌
が
漏
れ
た
事
件
と
同
様
、
人
工
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

武
漢
の
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
か
ら
空
気
の
よ
う
に
周
辺
地
域
に
漏
れ
た
。

（
2
）
人
工
的
に
操
作
さ
れ
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
侵
さ
れ
た
実
験
動
物
（
コ
ウ

モ
リ
?
）
が
転
売
さ
れ
、
市
場
で
食
べ
た
り
、
触
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
ヒ
ト
に
う

つ
っ
て
い
っ
た
。

（
3
）
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
の
研
究
員
が
、
実
験
室
で
人
工
的
に
操
作
し
て
い
た
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
扱
い
を
ミ
ス
っ
て
患
者
0
（
ゼ
ロ
）
号
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
中
国
当
局
が
流
す
「
武
漢
の
海
鮮
市
場
で
コ
ウ
モ
リ
を
食
べ
た
人
が

感
染
し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
う
つ
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
“
物
語
〟
を
疑
い
、
習
政

権
が
隠
蔽
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、「
天
然
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
あ
り
え
な
い

（
天
災
で
は
な
く
人
災
）」
と
結
論
づ
け
、
経
験
値
の
高
い
ト
ゥ
ー
博
士
と
の
や
り
取

り
か
ら
も
「
生
物
兵
器
の
類
で
は
な
い
か
?
」
と
推
測
し
た
。
い
つ
し
か
私
の
脳
裏

に
は
、「
中
国
当
局
は
こ
の
武
漢
ウ
イ
ル
ス
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
?
」
と
の
疑
念
す
ら
沸
い
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
の
テ
ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ
ム
事
務
局

長
の
言
動
は
、ま
る
で
「
習
近
平
の
代
理
人
」
だ
っ
た
。
挙
句
は
“
呼
称
〟
で
あ
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
引
き
起
こ
す
疾
病
は
「
C
O
V
I
D
（
コ
ビ
ッ
ド
）
―
19

（Corona V
irus D

isease, 2019

）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
中
国
武
漢
か
ら
世
界
に

広
が
っ
た
こ
と
を
、「
歴
史
に
残
さ
な
い
」
た
め
の
方
策
な
の
だ
ろ
う
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
中
共
の
手
足
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
情
報
収
集
の
た
め
に
、
大
半
の
時
間
を
費
や
し
て

い
た
私
は
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
何
ら
期
待
は
し
て
い

な
か
っ
た
。
た
だ
、
世
界
か
ら
刻
一
刻
と
出
て
く
る
情
報
、
科
学
者
・
専
門
家
の
見

識
ま
で
ス
ル
ー
す
る
、「
報
じ
な
い
自
由
」
に
徹
す
る
姿
勢
に
「
中
共
と
手
を
携
え

日
本
人
を
殺
す
気
な
の
か
」
と
愕
然
と
し
た
。
習
政
権
の
隠
蔽
体
質
と
武
漢
ウ
イ
ル

ス
の
正
体
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
完
全
タ
ブ
ー
を
決
め
込
ん
で
い
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
死
に
、
政
治
、
国
会
も
ま
と
も
に
機
能
し
て
い
な
い
…
…
。

日
本
の
中
枢
が
、
中
共
の
手
足
に
成
り
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し

た
。
反
比
例
す
る
よ
う
に
、
私
の
や
る
気
は
加
速
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
正
体
の
追
究
と

同
時
に
、
世
界
が
ど
の
よ
う
に
今
、
動
い
て
い
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
含
め
1
人
で

も
多
く
に
こ
の
歴
史
的
な
瞬
間
を
届
け
た
い
。
使
命
感
に
も
似
た
そ
ん
な
気
持
ち
だ

っ
た
。
3
月
に
来
日
し
た
ト
ゥ
ー
博
士
と
は
、
自
身
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
出
演
し
て
い

る
ネ
ッ
ト
T
V
「
林
原
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
独
占
対
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
生
命
に
対
し
て
真
摯
か
つ
純
粋
な
学
者
た
ち
は
「
ど
う
や
っ
た
ら
1
人
で

も
多
く
の
命
が
助
か
る
の
か
?　

無
駄
死
を
避
け
ら
れ
る
の
か
?
」
な
ど
と
考
え

日
々
、
研
究
に
邁
進
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
逆
で
、「
い
か
に
上
手
く
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
人
を
暗
殺
で
き
る
か
?　

大
量
に
絶
滅
さ
せ
ら
れ
る
か
」
に
つ
い
て
熱
心
に

研
究
す
る
類
、
研
究
開
発
を
指
示
す
る
支
配
者
（
国
家
）
は
存
在
す
る
。

そ
れ
と
、
た
と
え
核
兵
器
が
地
球
上
に
存
在
し
な
い
時
代
が
来
た
と
し
て
、
そ
れ

が
す
な
わ
ち
恐
怖
の
兵
器
が
地
球
上
か
ら
全
て
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
?

　

残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
と
い
う
表
現
が
流
布
さ
れ
る
な
か
、
1
世
紀
近
く
を
生
き
る
米

国
の
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
国
務
長
官
は
「
今
ま
で
の
時
代
に
は
戻
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。
欧
州
復
興
開
発
銀
行
の
初
代
総
裁
で
、
歴
代
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
の

ブ
レ
ー
ン
で
も
あ
る
欧
州
の
超
大
物
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
氏
も
、「
コ
ロ
ナ
は
世
界

秩
序
を
完
全
に
変
え
る
だ
ろ
う
」「
経
済
は
全
く
新
し
い
方
向
に
設
定
し
直
す
必
要

が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
神
の
怒
り
な
の
か
人
災
（
気
象
兵
器
⁉
）
な
の
か
…
…
。
中
国
で
は
三

峡
ダ
ム
の
周
辺
で
大
豪
雨
が
続
き
、
長
江
流
域
の
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
が
水
没
し
、

道
は
川
と
化
し
、8
月
中
旬
の
発
表
で
は
「
6
0
0
0
万
人
ほ
ど
が
避
難
」
と
い
う
。

黄
河
流
域
や
東
北
地
方
で
も
、
未
曾
有
の
大
型
台
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
武
漢
ウ
イ
ル
ス
、
さ
ら
に
は
未
曾
有
の
大
洪
水
に
よ
り
「
脱
中
国
」
の

流
れ
は
加
速
し
「
世
界
の
工
場
」
の
終
焉
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
主
食
が
半
年
で
枯

渇
す
る
と
の
話
も
あ
り
、
大
量
の
餓
死
者
が
出
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

我
々
は
今
こ
そ
両
目
を
見
開
き
、
戦
時
に
突
入
し
た
と
の
緊
張
感
を
持
ち
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
在
り
方
を
考
え
、行
動
に
移
す
べ
き
時
が
来
て
い
る
。
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
と
い
う
“
灰
色
の
ト
ン
ネ
ル
〟
を
抜
け
た
先
が
「
雪
国
」
で
も
氷
河
期
で
も

な
く
、
脱
中
国
共
産
党
＝
脱
“
赤
い
毒
牙
〟
の
新
生
日
本
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
な
が
ら
、
私
は
い
ち
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
と
し
て
、「
今
と
い
う
歴
史
の

瞬
間
」
を
書
き
残
す
こ
と
に
誠
心
誠
意
、
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

■
発
表
済
の
内
容

2
0
2
0
年
7
月
『
習
近
平
が
隠
蔽
し
た
コ
ロ
ナ
の
正
体　

そ
れ
は
生
物
兵
器
だ

っ
た
⁉
』（
W
A
C 

B
U
N
K
O
）

2
0
1
9
年
12
月
『
覇
権
・
監
視
国
家　

世
界
は
「
習
近
平
中
国
」
の
崩
壊
を
望

ん
で
い
る
』（
W
A
C 

B
U
N
K
O
）
雑
誌
『
W
i
L
L
』
2
0
2
0
年
6
月
号　

夕
刊
フ
ジ
（
2
0
2
0
年
1
月
末
以
降
の
緊
急
連
載
）
等

■
参
考
資
料
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

『
ラ
ス
ト
・
ツ
ァ
ー
リ
： 

ロ
マ
ノ
フ
家
の
終
焉
』（
N
E
T
F
L
I
X
）

『
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー　

イ
ギ
リ
ス
王
室
の
歩
み
』（
N
E
T
F
L
I
X
）
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